広河原

伐採拠点から登山拠点へ

広河原は、周囲の山々に大きな老木がたくさんあったため、江戸時代 (1603～1867) には重要な伐採の拠点でした。伐採された木は野呂川から早川、そして静岡で海へと開ける富士川を下って運搬されました。広河原の木材は、1834年に東京（当時の江戸）の将軍御所である江戸城の建物の修復に使用されたほどの品質を誇っていました。現代では、広河原は北岳登山の登山口としてよく知られています。広河原は、北岳山頂から約1,643メートル下の標高1,550メートルに位置しています。

北岳の特徴ある森林景観を、登山中にざっと見るだけでなくもっと間近にゆっくりと眺めたい場合は、バスロータリー横の川を渡り、対岸の広河原園地を一周してみてはいかがでしょうか。広河原は山地帯の頂上近くにあるため、公園にはニッコウモミなどの針葉樹とカツラやブナなどの落葉樹が混在しており、秋には特に鮮やかな色のコントラストが楽しめます。シカによる被害の跡についてご存知の方は、林床が短く刈り取られていることや、時々シカがツノTを擦り付けたため樹皮が剥げている木があることに気づくでしょう。
